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記者発表資料 

平成１６年９月２８日 

国土交通省 郡山国道事務所 

 

 

 

平成１５年３月２４日、一般国道４号郡山バイパス（延長１７．２km）のうち残ってい

た２ｋｍ区間が２車線から４車線に拡幅され、平面交差だった十貫
じゅっこう

内
じ

交差点の立体化が完

成し供用しました。開通からほぼ１年半経過し、次のような整備効果が確認できましたの

でお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                   

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

問い合わせ先 
 
国土交通省  
東北地方整備局郡山国道事務所 

技術副所長 赤
あ か

川
が わ

 正
し ょ う

一
い ち

（内線２０４） 

調 査 課 長  三ヶ田
み か た

 章
あきら

（内線４５１） 

電話 ０２４－９４６－０３３３（代）

住所 福島県郡山市安積町 
荒井字丈部内28番1号 

一一 般般 国国 道道 ４４ 号号   郡郡 山山 ババ イイ パパ スス （（ ああ ささかか 野野 ババ イイ パパスス ）） のの 整整 備備 効効 果果 ににつついい てて 
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①①   全全 線線 ４４車車 化化 にによよ りり 、、 現現 国国 道道 ４４号号 かか ららああ ささかか 野野 ババイイ パパススへへ 約約 ８８％％のの 交交 通通 がが 転転 換換 。。 

②②   ババ イイパパ ススでで はは５５箇箇 所所 のの 主主 要要 渋渋 滞滞 ポポ イイ ンン トトがが 解解 消消 しし、、 現現 国国 道道 ４４号号 でで はは警警 察察 署署 前前 交交 差差 点点 ににおお

いい てて最最 大大 渋渋 滞滞 長長 がが 約約 ８８割割 減減 少少 。。 

③③   全全 線線 ４４車車 化化 にによよ りり 、、 市市 街街 地地 のの 走走 行行 性性 がが 向向 上上 （（ 現現 国国 道道 ４４号号 でで はは約約 ８８分分 短短 縮縮 ）） 。。 

④④   走走 行行 性性 のの 向向 上上 にによよ りり、、 地地 球球 温温 暖暖 化化 等等 のの 沿沿 道道 環環 境境 へへ のの 改改 善善 にに貢貢 献献 。。 

至 東京 

至 仙台 

あ さ か 野
バイ パス 

現国道４号 



 2

 
平成15年 3 月 

L=2,000m 

平成 12年 
11月 

L=1,100m 

L=1,000m 

平成 14年 
8月 

L=1 ,300m 

平成10年 
12月 平成 9年 12月 

L=1,800m 

平成 13 年 3月 

L=2 ,200m L=700m 

平成10年 
9月 平成 14 年 4月 

L=3 ,700m 

平成 13 年 4月 

L=3,400m 

至 東京 

至 仙台 

起
点 

須す
賀か
川
が
わ

市し
大
字
仁に
井い
田た
字
大
お
お

谷や
地ち 

 

終
点 

安あ
達だち
郡
本もと
宮みや
町
ま
ち

大
字
新
あ
ら

井い 
 

十貫内 
交差点  

あさか野バイパス Ｌ＝17,200ｍ 

6 0% 5 2% 51 % 5 0% 44 %

4 0%
4 8% 49 % 5 0% 56 %

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H6 H9 H11 H15 H16

現国道４号 バイパス

（台/日）

一般国道４号 あさか野バイパスの整備効果①－1 

 

 

 

 

・ 全線４車化により、バイパスの分担率が約８％増加。 

・ 現国道４号からバイパスへ約８％の交通が転換。（交通量に換算するとおおよそ５，０

００台／日が転換） 

・ ４車線化延長が伸びる毎にバイパスの分担率が増加。 

・ 今後は市街地における走行性と環境の更なる向上が期待される。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

全全線線４４ 車車 化化にによよ りり 、、 現現国国 道道４４ 号号かからら ああささ かか 野野ババ イイパパ スス へへ 約約８８ ％％ のの交交 通通がが 転転換換

しし、、市市街街地地のの走走行行性性がが 向向上上。。  

※調査日 
  H6～H11 ：センサス平日２４時間交通量
 
H15（全線完成４車化前） 

：H15.3.18（火）実測値 
  
H16（全線完成４車化後） 

：H16.7.7（水）実測値 

図 2 あさか野バイパスと現国道４号 
における交通量の変化（24時間）  

図 1 あさか野バイパスと現国道４号 

における分担率の変化（24時間）
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観測断面  

あ さか野バイ パス Ｌ＝17,200ｍ  
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一般国道４号 あさか野バイパスの整備効果①－2 

 

 

 

 

 

・ バイパス整備（全線４車化）と共にバイパスの交通量は年々増加し、現国道４号の交通

量は減少。 

・ 全線４車化の整備と共に現国道４号の交通がバイパスへ転換。 

 

図 3 あさか野バイパスにおける交通量の変化（台新）  
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 4 現国道４号における交通量の変化（警察署前交差点）  
 

 

全全線線４４ 車車化化のの整整備備とと 共共にに現現国国道道４４ 号号かからら ババ イイパパ スス へへ交交通通がが 転転換換。。  

※調査日 
  H6～H11 ：センサス平日２４時間交通量
 
H15（全線完成４車化前） 

：H15.3.18（火）実測値 
  
H16（全線完成４車化後） 

：H16.5.27（木）実測値 

※調査日 
  H6～H11 ：センサス平日２４時間交通量
 
H15（全線完成４車化前） 
：H15.3.18（火）実測値 
（H11センサス昼夜率を用いて補正） 

 
  
H16（全線完成４車化後） 
：H16.5.27（木）実測値 
（H11センサス昼夜率を用いて補正） 

 H16 H9 
（全線暫定２車）          （全線完成４車） 

全線完成４ 車線供用（ H15 .3 ） 

全線暫定２ 車線供用,４ 車線化に 着手（ H7 .7） 

バイパス整備と共に
交通量が増加 

H16 H9 
（全線暫定２車）          （全線完成４車） 

全線完成４ 車線供用（ H15 .3 ） 

全線暫定２ 車線供用,４ 車線化に 着手（ H7 .7） 

バイパス整備と共に
交通量が減少 
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一般国道４号 あさか野バイパスの整備効果② 

 

 

 

 

 

・ ババイイパパススでではは第第３３次次渋渋滞滞対対策策ププロロググララムム（（HH1100～～HH1144年年度度））でで設設定定さされれたた１１００箇箇所所ののうう

ちち５５箇箇所所のの主主要要渋渋滞滞ポポイインントトがが解解消消・・緩緩和和。。 

・ 警警察察署署前前交交差差点点のの現現国国道道４４号号でではは混混雑雑時時（（77::0000～～99;;0000、、1177;;0000～～1199;;0000））のの渋渋 滞滞 長長 がが 大大

幅幅 にに減減 少少 。。 

・ 特特にに現現国国道道４４号号のの下下りり（（東東京京→→仙仙台台））でではは、、最最 大大 渋渋 滞滞 長長 がが 約約 ８８割割 減減 少少 （（ １１００００００ｍｍ→→ ２２００

００ｍｍ）） 。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 6 警察署前交差点における渋滞長の変化（朝、夕ピーク時） 
 

 

 

 

 

 

渋渋 滞滞ポポイイ ンントト ででああるる 警警 察察 署署前前 交交 差差 点点のの 最最 大大 渋渋 滞滞長長がが 下下りり 方方 向向（（ 東東京京 →→ 仙仙

台台））でで約約８８ 割割減減少少（（１１００００００ ｍｍ→→２２ ００００ ｍｍ））。。  

図 5 あさか野バイパス、現国道４号、国道４９号における渋滞ポイント

整備前(全線完成４車化前)：H14.7.17（木）実測値 
整備後(全線完成４車化後)：H16.5.27（木）実測値 
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一般国道４号 あさか野バイパスの整備効果③ 

 

 

 

 

 

・ バイパスの整備前（全線暫定２車）と整備後（全線完成４車）の走行速度ではバイパス

が約６割向上（26km/h→41km/h）、現国道４号が約３割向上（23km/h→31km/h）。 

・ 十貫内交差点（○Ａ ）から日和田（○Ｂ ）までの所要時間はバイパスが約１２分短縮(32分

→20分)、現国道４号が約８分短縮（32分→24分）。 

図 6 整備前後による所要時間と走行速度の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

全全 線線 ４４ 車車 化化にによよ りり ババ イイパパ スス でで のの 走走 行行 性性がが 大大 幅幅にに 向向 上上（（ 走走 行行 速速 度度がが 約約６６ 割割 向向

上上、、 所所要要 時時間間がが 約約１１ ２２ 分分短短 縮縮））すす るる とと 共共にに 現現国国 道道４４ 号号にに おおいいててもも 走走 行行 性性がが 向向

上上（（走走行行速速度度がが 約約３３ 割割向向上上、、所所要要時時間間がが 約約８８ 分分短短縮縮））。。  

※交通量 
整備前（全線暫定２車線）： 
H9ｾﾝｻｽ平日 24h交通量 
 

整備後（全線完成４車線）： 
実測値を基に全体の平均的な交通量を算出 

あさか野バイパス Ｌ＝17,200ｍ 

至 仙台 

至 東京 

バイパス区間 Ｌ＝1３,800ｍ 

所要時間 32分→20分 

現国道４号区間 Ｌ＝1２,４00ｍ 

所要時間 32分→24分 

 

至 会津若松 

至 須賀川 

十貫内交差点 

日和田 

26km/h→41km/h 

23km/h→31km/h 

 走行速度    所要時間   

○Ａ  ○Ｂ  

※走行速度 
整備前（全線暫定２車線）： 
H9ｾﾝｻｽ平日混雑時平均旅行速度（一部実測値） 

 
整備後（全線完成４車線）： 
プローブによる実測値（H16.5混雑時） 

40 → 52km/h 

26 → 
 58 km/h

45 → 
 56 km/h



 6

■二酸化炭素（CO2）の削減効果は、   

約９４ha の森林が１年間に吸収する

量に相当します。 

 

 

 

森林の CO2吸収量は、１haあたり6.49（ｔ- CO2

／年）として換算 
参考資料： 
「地球環境保全と森林に関する懇談会資料」 
（環境省） 

■浮遊粒子状物質（SPM）の削減効果
（約 0.４ｔ）は、500mlのペット
ボトル約４､０00本に相当します。

 

 

 

 

500mlペットボトル１本はＳＰＭ約 100gに

相当します。 

一般国道４号 あさか野バイパスの整備効果④ 

 

 

 

 

・ 十貫内交差点から日和田までの現国道４号では走行速度の向上により、ＣＯ２（二酸化

炭素）は 607（t-co/年）の削減効果（31046.6→30439.5（t-co/年））。 

・ 約 94ha の森林（開成山公園の約３倍の広さ）が１年間に吸収する量に相当。 

・ 浮遊粒子状物質（SPM）では約0.4ｔ/年の削減効果があり、500ml ペットボトルに換算す

ると年間４，０００本の削減に相当。 

図 7 現国道４号におけるＣＯ２の削減量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走走行行性性のの向向上上にによよ るる 二二酸酸化化炭炭素素（（ＣＣＯＯ２２ ））のの削削減減効効果果はは、、約約９９ ４４hhaa のの森森林林がが１１

年年間間にに吸吸収収すす るる 量量にに相相当当。。  

あさか野バイパス Ｌ＝17,200ｍ 

削減量算出区間 Ｌ＝12,400ｍ 

十貫内交差点 

 日和田 

至 仙台至 東京 

※算出にあたっては、客観的評価指標の定量的評価指標算出方法により速度別排出原単位を用いて交
通量と走行速度により算出。 
交通量  H15（整備前）：H15.4.17（木）実測値 
         H16（整備後）：H16.5.27（木）実測値 
十貫内交差点、警察署前交差点、日和田での実測値を基にした対象区間の平均交通量（台／日）によ
り算出。 
 
走行速度  H15（整備前）：H13プローブデータ(7:00～18:00) H11ｾﾝｻｽ旅行速度ﾃﾞｰﾀ（19:00～6:00) 

H16（整備後）：H16プローブデータ(7:00～18:00) H11ｾﾝｻｽ旅行速度ﾃﾞｰﾀ（19:00～6:00) 
上記プローブデータを基にした対象区間の平均旅行速度により算出 

※整備前：全線完成４車化前 
 整備後：全線完成４車化後 

ＣＯ２排出量の変化
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一般国道４号 あさか野バイパスの更なる渋滞対策 

 

 

 

 

・ 平面交差点が３箇所連続している針生地区では、あさか野バイパス全線４車化により交

通量が増加し、渋滞が悪化。 

・ 特に、朝ピーク時の須賀川から福島方面へ向かう交通（バイパス下り方向）は針生西交

差点を先頭に最大渋滞長 1,000ｍ、最大通過時間 11分の渋滞が発生し、夕ピーク時の

福島から須賀川方面へ向かう交通（バイパス上り方向）は台新交差点を先頭に最大渋

滞長1,410ｍ、最大通過時間10分の渋滞が発生。 

・ 今後は、増加した交通量を分散させ、渋滞を緩和させるため、台新交差点を含む針生地

区の立体化を推進中。 

・ 「５年で見えるみちづくり」では、平成１８年度（暫定２車線）での立体化を目指している。 

図 8 針生地区における渋滞状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 , 00 0ｍ 
最大渋滞長が 
1000m 

1 , 41 0ｍ

最大渋滞
長が 
1410m 

ご意見・ご要望はこちらまで 

『道の相談室』 
ＴＥＬ  ：フリーダイヤル０１２０－１０６

ど う ろ

－４９７
よ く な れ

 

電子メール：kori yama@thr.mli t.go.j p 
郡山国道事務所ホームページ：http://www.thr.ml it.go.j p/kori yama/ 

『５年で見えるみちづくり』：http ://ww w.th r. ml i t. go . jp/ko riy ama/ index.h tml  

ああささ かか野野ババ イイパパ スス のの渋渋滞滞ポポイインントト解解消消ののたためめ、、針針生生地地区区のの立立体体化化をを 推推進進。。  

（市）大町大槻線 
（主）郡山湖南線 

最大渋滞長 1, 410m 
最大通過時間 10 分 

最大渋滞長 380m 
最大通過時間 5 分

最大渋滞長 180m 
最大通過時間 3 分 

最大渋滞長 1, 000m 
最大通過時間 11 分 

針生西交差点 

台新交差点 

交差点間 700m 

4

（市）三ツ坦 

台新二丁目線 

至 須賀川

至 福島 

針生西交差点（４号下り方向）

 
台新交差点（４号上り方向） 

 

大槻交差点 

※調査日 
 H16（整備後）全線完成４車化後 

：H16.5.27（木）実測値 

針生高架橋（仮称） L＝886ｍ 

 

ピーク時（7 時～9 時）  ピーク時（17 時～1 9 時）

1 1 11 1 1 11 1 1 11 1 1 11 1 1 11 1 1 11

-1 4-1 2-1 0-8-6-4
-202468
101214

H16 H16

  渋滞長  通過時間 

1 0 分1 1 分
最大通過時間 
が 11分 

最大通過時間 
が 10分 




